
 - 1 - 

第２回東近江市立学校通学区域審議会 概要 
 

開 催 日 時  平成20年５月2９日（木） 午後7時30分～午後9時30分 

会   場  永源寺支所 大会議室 

出席者氏名 委 員 長山慈信、野村 赤一、河居孝、端野紋一、寺田善一郎、福井肇、山崎良朗、長谷出浩、 

野田久雄、上田展幸、左近堅一、八木光弘、静修、谷弥一郎、木村芳幸、大橋嘉彦、 

佐生和子、川嶋佳代子 

          欠席  吉澤克美 

      事務局 小川教育長、澤田教育部長、岡教育部次長、森島永源寺支所長、鈴木永源寺地域振興 

課長、瀧澤企画課副主幹、 

久保企画課主査、西澤学校教育課長、松林教育総務課長、藤田主幹、野神副参事 

司会・進行  岡 次長 

１ あいさつ  長山会長 

２ 前回欠席委員自己紹介 

進行役（議長） 長山会長に交代 

３ 第1回審議会概要の確認、各地域での意見交換会、PTA保護者説明会での概要報告 

資料を基に説明 （説明者 藤田） 

（意見・質疑・提案） 

・ この資料についてホームページ等に公開するというのは、意見交換会やPTA総会での概要についても公
開するということですか。 

・ 意見交換会やPTA総会では、そのときの発言をホームページに公開するとの事前説明はされていなかっ
たと思う。また、いくつかの記述については、たしかにそういった発言はあったものの、そのまま掲載さ

れると誤解を招く箇所がある。 

・ 誤解を招く恐れがあるのであれば、誤解を招かない記述にするべきだと思います。 

（事務局コメント） 

・ 公開したほうが良いという判断をしています。 
・ 記述については慎重を期し、発言者の思いが伝わるように、また、誤解を招かないように修正したいと考
えます。 

（意見・質疑・提案） 

・ 政所小のPTAとしては、早く統合の方向付けをいただき、次の段階（統合に向けた様々な調整）に進み
たいと思っていますし、地域の方もやむなしとの判断をいただいているものと思っています。 

・ 政所については、意見交換会の資料を見ても早く円滑に統合したいとの思いが表れていると思います。 
・ 児童数の減少のみにとらわれるのではなく、地域の子どもを教育環境で育てていくための統合という視点
が大切。 

・ 甲津畑についても、地域にとって大きな問題ではあるけど、子ども達にとってよりよい教育環境というこ
とに視点をあててもう少し議論いただいたらいいのではないか 

・ 市域全体、永源寺地区全体というと視点がぼやけるといったことも懸念されることから今回については、
両校に絞ることでよいのではないか。 

・ 両校とも明治以来130年以上の歴史ある学校で、その学校を閉じるということについて複雑な思いも抱
いていただいていることだと思います。この問題については、教育委員会だけではなく、まちづくりの観

点で平行して議論していくことが大切ではないか。 

・ 甲津畑は地理的にも魅力的な立地といえ、たとえば棚田の風景など自然環境や里山の学習をするためには
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非常にいい施設といえるのではないか。 

・ 政所と甲津畑を切り離して考えるということもありますが、この学区の再編も議論し同時に進めるという
ことも大切なように思える。 

・ 甲津畑については、もう少し人数も多いことから切迫感がなく賛成・反対の議論があります。 
・ 甲津畑については、もう少し地域で議論していただくのが大切ではないか。 
・ 政所も甲津畑と一緒に統合できるのに越したことはないのですが、政所の切羽詰った状況を考えるとやむ
をえないのではないか。 

・ 甲津畑については、保護者や地域の考えがもう少しまとまらないと政所と同時にというのは難しいのでは
ないでしょうか。 

・ 政所については一定の議論を積み重ねてきていただいていますが、甲津畑は今がスタートといった状況で
すので、継続した議論が大切と考えます。 

・ PTAとしては、十分な議論を重ねていきたいと考えています。 
・ 東近江市で策定された「人づくりプラン」の中でも子ども達は地域で育てていくという考えがベースにな
っています。今回の議論が、地域にとってのより良い教育環境を捉える、地域全体で教育環境を考えるき

っかけになればと思います。 

・ 山上小学校では、反対も賛成も無いのですが、「「入れてもらった。」「入れてあげた。」といった感覚では
ない統合、そういったことに配慮した進め方」とは具体的にはどのようなことですか。 

・ たとえば、プールの学習でいえば一緒に授業をするということで調整していますが、山上小学校が１～５
コースを使い、政所小学校の子ども達が 6 コースの使うというのではなく、一緒に入って学習する。ま

た、政所小の先生が山上小学校の子ども達を指導する。その逆もあるということで、できるだけ早く両校

がなじんで、また、お茶摘みや岩魚の学習も継続するなどが考えられるのではないでしょうか。 

・ 子ども達が一緒に学ぶ体制作りというのが大切ではないでしょうか。 
 

４ 中間答申の意見調整 

（議長） 

政所小学校については、急がないといけない差し迫った状況もありますので、中間のとりまとめという形で

対応できないかと考えておりますがいかがでしょうか。事務局お願いいたします。 

（事務局提案） 

次回、第三回審議会で中間答申として、一定整理ができる部分は整理し、方向付けをいただけないかと考

えています。 

まず、甲津畑小学校については先ほどから話しが出ておりますように、地域での議論がスタートしたばか

りで、5月31日はPTAが中心に、未就学児の保護者も含めた意見交換会を計画いただいております。今

後も、そうした地域での議論を継続していただくことが大切と考えます。 

一方、政所小学校については、PTA、地域とも共通して統合という方向にあると判断しております。 

そのような中、中間とりまとめとしては、 

１ 山上小学校と政所小学校の通学区域を統合する。 

２ 統合時期は、平成21年4月1日 

３ 通学手段については、通学バスを政所中学校の統合時と同様に手立てしたいと考えます。また、保護

者負担についても免除する方向付けが必要かと考えております。 

以上3点を基本に中間とりまとめとしていただきたいと考えています。 

また、政所小学校の統合後の取り扱いですが、廃校か休校かという議論も必要と考えています。休校とな

った場合は、休校を解くタイミングはどういったことが想定できるのか。また、施設の利用が学校施設とし

ての枠の中での利用になりますが、廃校となれば別の目的での利用の検討を行うことができます。事務局と

しては廃校との思いを持っています。 

さらに、統合を円滑に進めるための交流事業の充実（児童間、保護者間、教職員間）も必要と考えており

ます。 

こういった点について提案させていたき、議論いただきたいと考えます。 
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（意見・質疑・提案） 

・ 永源寺地区は中学校の統合をすでに経験してきており、その経験をいかせるではないかと考えます。 
・ 甲津畑小学校については、議論が始まったばかりで、政所小学校の円滑な統合を見ていただく中で、さら
に統合の機運を高めていただければと思います。 

・ 物心両面で、子ども達が安心して通学できる体制づくりが大切である。子ども達の心理的ケアをお願いし
たい。（加配教員の対応等） 

・ 政所小学校だけでなく山上小学校の子ども達にとっても同じことが言えると思います。 
・ 中学校の統合の際には、準備期間が 2 年ほどあり、統合決定後、両校の先生間でかなりの時間をかけカ
リキュラムなどの調整が行われたと聞いています。 

・ 中間答申が出せれば、実質的な調整など準備作業を始めていただけるのではないか。 

（議長） 

統合は、山上小学校と政所小学校、その時期は21年4月1日ということで特にご異論はございませんか。 

特に無いようですので、そういった方向で中間とりまとめとしたいと考えます。 

廃校、休校についてはいかがですか。 

（意見・質疑・提案） 

・ 廃校という言葉が気にかかります。もう少し適切な言葉は無いでしょうか。 
・ 地元としては、休校にしても再開のめどが立たないまま、いつまでも放置されるよりは、新たな地域の活
性化につながるような利用方法を検討いただくほうが良いと考えます。 

（議長） 

通学手段についてはいかがでしょうか。 

（意見・質疑・提案） 

・ 保護者負担については、山上小学校で現にバス通学をしている子ども達との間で整合性が取れない部分が
出てくるのではないか。 

・ 山上小学校で今後負担いただく保護者から異論が出るように感じます。 

（事務局コメント） 

・ スクールバス等における保護者負担については、市内全域での統一した基準を設けていこうということで
昨年議論が行われ答申が出されております。その中で、政所中学のエリアについては合併により通学距離

が遠くなったこと、また、へき地校における児童生徒の通学を容易にするための必要な措置を講じること

がへき地教育振興法で市町村の任務として規定されていることなどから保護者負担を免除していこうと

いう方向付けがされているものであり、政所中学と同様の考え方で進ませていただこうと考えているとこ

ろです。 

・ 永源寺町当時の分校の廃止、ダムの水没による経緯など様々な経緯の中で通学バスや路線バスが利用され
負担金のルールができてきております。 

・ 今までのルールを理解する必要がありますので、現在あるいは今後の負担について確認し、次回、説明さ
せていただきます。 

（議長） 

次回、今の議論をふまえ中間答申としてまとめたものを提示させていただきますので、よろしくお願いい

たします。 

 

次回、第３回東近江市立学校通学区域審議会は、平成20年６月19日（木）午後7時30分から 

東近江市永源寺支所大会議室にて開催しますのでよろしくお願いいたします。 

 

閉会あいさつ  小川教育長 


